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司
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司
法
が
法
の
實
現
そ
の
も
の
を
目
的
と
す
る
に
反
し
て
、
行
政
は
、
法
を
手
段
と
し
て
公
釜
を
實
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、
と
い
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わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
實
質
的
意
義
の
司
法
と
行
政
を
画
別
す
る
從
來
の
通
説
で
あ
る
が
、
立
法
と
廣
義
の
行
政
と
の
匠
別
が
、
國
構
の
稜
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動
に
關
す
る
新
た
な
基
準
を
定
立
す
る
こ
と
と
、
こ
の
基
準
に
從
つ
て
國
椹
を
稜
動
す
る
こ
と
、
い
い
か
え
れ
ば
、
國
の
作
用
の
性
質
に
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よ
る
匠
別
と
考
え
ら
れ
る
の
に
劃
し
て
、
廣
義
の
行
政
な
い
し
は
法
の
執
行
に
關
す
る
、
司
法
と
行
政
と
の
匠
別
が
、
國
の
作
用
の
目
的

に
よ
る
匠
別
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
傅
統
的
な
君
主
を
背
景
と
す
る
行
政
府
が
強
く
司
法
部
か
ら
の
干
渉
を
拒
否
す
る
政
治
的
要
請
に

よ
つ
て
、
影
響
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
立
憲
政
盟
に
お
け
る
法
律
の
支
配
（
葺
ざ
亀
蚕
毒
）
の
原
理
に
よ
れ
ば
、
國
構
は
法
に
拘

束
さ
れ
る
こ
と
を
要
す
る
か
ら
、
根
本
規
範
な
い
し
は
憲
法
の
下
に
あ
つ
て
二
次
的
な
法
規
範
を
定
立
す
る
立
法
と
、
こ
れ
を
執
行
す
な

わ
ち
具
盟
化
す
る
廣
義
の
行
政
と
が
匿
別
さ
れ
、
さ
ら
に
、
後
者
に
つ
い
て
、
比
較
的
嚴
格
に
法
規
範
に
よ
つ
て
拘
束
さ
れ
る
司
法
と
、

法
規
範
の
限
界
内
に
お
い
て
執
行
機
關
の
意
思
決
定
に
つ
き
選
澤
の
自
由
が
認
め
ら
れ
る
行
政
と
が
、
匠
別
さ
れ
る
。
こ
の
意
味
の
三
構
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の
匠
別
は
、
國
會
、
裁
剣
所
お
よ
ぴ
政
府
の
組
織
上
の
分
立
と
は
直
接
の
關
係
が
な
い
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
實
質
的
意
義
の
灌
力
分
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

は
、
相
封
的
な
も
の
に
止
ま
り
、
法
的
段
階
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
法
論
理
的
に
は
三
権
の
匠
別
が
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
、

國
の
作
用
を
目
的
に
よ
つ
て
分
類
す
る
こ
と
は
、
事
務
慮
理
の
能
率
化
の
た
め
の
組
織
法
的
な
い
し
は
行
政
學
的
原
理
で
あ
る
。
行
政
組

織
の
内
部
、
た
と
え
ば
各
省
を
、
外
政
・
財
政
の
よ
う
な
國
家
そ
の
も
の
の
存
立
と
維
持
の
た
め
に
す
る
部
局
、
杜
會
公
共
の
利
釜
を
質

現
す
る
内
務
行
政
の
部
局
、
法
務
行
政
の
部
局
等
に
画
分
し
、
ま
た
、
裁
到
所
の
機
構
を
民
事
と
刑
事
の
作
用
に
よ
つ
て
遜
別
し
、
或
い

は
こ
の
ほ
か
、
行
政
事
件
を
措
當
す
る
部
門
を
認
め
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
、
窮
極
に
お
い
て
國
民
の
構
利
の
保
護
を
目
的
と
す
る
法
律

の
支
配
の
原
理
と
、
直
接
の
關
係
は
な
い
。
た
乏
え
ば
、
内
務
行
政
の
領
域
に
お
い
て
も
、
嚴
格
に
法
に
拘
束
さ
れ
る
行
政
と
自
由
裁
量

が
認
め
ら
れ
る
行
政
が
あ
り
、
ま
た
、
行
政
事
件
に
關
す
る
特
別
な
裁
剣
所
を
設
け
て
も
、
そ
れ
が
通
常
の
裁
剣
所
と
上
訴
に
よ
つ
て
結

び
つ
き
、
裁
剣
組
織
の
一
騰
性
が
確
保
ざ
れ
る
か
ぎ
り
、
法
律
の
支
配
の
原
理
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
わ
が
法
制
と
憂
り
が
な
い
。
け
れ

ど
も
、
行
政
権
ま
た
は
司
法
権
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
組
織
の
問
題
と
異
な
り
、
行
政
組
織
の
櫓
當
す
る
國
の
作
用
と
司
法
組
織
の
捲
當
す

る
そ
れ
と
の
限
界
を
決
定
す
る
こ
と
は
、
軍
純
な
技
術
的
問
題
で
は
な
い
。
こ
と
に
、
十
九
世
紀
の
大
陸
法
系
の
よ
う
に
、
司
法
組
織
に

行
政
裁
到
権
を
認
め
ず
、
國
會
に
封
す
る
關
係
で
も
、
行
政
槽
の
自
主
性
あ
る
い
は
行
政
椹
に
固
有
な
領
域
を
許
す
揚
合
に
は
、
國
の
作

用
の
目
的
に
よ
つ
て
行
政
組
織
の
椹
能
の
範
園
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
政
治
的
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
國
の
作
用
の
目
的
に
よ
つ
て
行
政
と
司
法
を
匠
別
す
る
こ
と
が
、
司
法
灌
に
よ
り
行
政
事
件
の
裁
剣
を
行
う
現
行
憲
法

に
あ
つ
て
重
要
性
を
減
じ
た
ほ
か
、
そ
れ
が
作
用
の
性
質
の
差
異
に
基
ず
く
實
質
的
意
義
の
構
力
分
立
を
示
す
も
の
で
な
い
の
は
、
明
ら

か
で
あ
る
。
法
を
超
越
す
る
立
揚
か
ら
す
れ
ば
、
國
の
作
用
は
す
べ
て
、
法
を
手
段
と
し
て
公
釜
を
實
現
す
る
も
の
と
な
り
、
ま
た
、
法

ゆ

、

レ



要

＜

に
内
在
す
る
立
揚
か
ら
す
れ
ば
、
す
ぺ
て
は
法
を
執
行
す
る
作
用
と
み
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
行
政
灌
の
作
用
は
、
そ
れ
が
窮
極
に
お
い

て
憲
法
に
基
ず
く
と
い
う
意
味
で
、
司
法
と
と
も
に
、
法
の
執
行
で
あ
る
が
、
憲
法
の
規
定
は
、
自
然
法
の
宣
言
的
規
定
と
み
ら
れ
る
自

由
構
の
保
障
の
ほ
か
は
、
原
則
と
し
て
行
政
灌
の
限
界
を
定
め
る
に
止
ま
り
、
特
別
な
立
法
が
な
け
れ
ば
、
具
艦
的
な
揚
合
に
行
政
を
行

う
か
否
か
は
行
政
機
關
の
自
由
で
あ
る
。
國
の
具
髄
酌
な
作
用
が
法
に
よ
つ
て
拘
束
さ
れ
る
か
、
．
否
か
に
よ
つ
て
、
實
質
的
意
義
の
司
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

と
行
政
と
を
囁
別
す
る
と
き
は
、
行
政
機
關
の
行
爲
で
あ
つ
て
も
、
法
律
要
件
に
包
撫
さ
る
べ
き
法
律
事
實
を
認
定
し
、
こ
れ
を
理
由
と

す
る
法
律
数
果
を
稜
生
さ
せ
る
揚
合
は
、
法
の
適
用
の
性
質
を
も
ち
、
そ
の
限
度
で
司
法
と
し
て
裁
制
所
の
審
査
が
お
よ
ぶ
の
に
反
し
、

行
政
機
關
の
一
般
的
権
限
に
關
す
る
法
規
が
あ
る
に
止
ま
り
、
具
膿
的
な
場
合
に
お
い
て
行
爲
を
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
法
規
が
な
い
と

き
は
、
純
然
た
る
行
政
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
な
お
、
こ
の
意
味
の
司
法
は
、
行
政
法
學
の
封
象
で
あ
り
、
司
法
審
査
が
お
よ
ぶ
こ
と
を
示
す
が
、
當
然
に
憲
法
第
七
六
條
の
司
法
権

の
實
質
と
な
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
司
法
穂
は
、
内
閣
の
指
揮
監
督
と
責
任
の
下
に
民
主
的
コ
ン
ト
・
オ
ル
に
服
す
る
こ
と
に
適
せ
ず
、

濁
立
な
裁
剣
所
に
よ
ら
し
め
る
必
要
が
あ
る
作
用
に
限
ら
れ
る
。
民
事
、
刑
事
の
作
用
で
あ
つ
て
も
、
非
訟
事
件
、
刑
の
執
行
の
よ
う
に

性
質
上
猫
立
な
機
關
に
よ
る
こ
と
を
要
し
な
い
作
用
は
、
民
事
、
刑
事
の
裁
剣
そ
の
他
の
猫
立
機
關
に
よ
る
べ
き
作
用
に
直
接
の
影
響
を

與
え
な
い
か
ぎ
り
、
む
し
ろ
行
政
機
關
の
構
限
と
す
る
こ
と
が
國
民
主
擢
の
原
理
に
適
す
る
。
國
家
そ
の
も
の
の
利
盆
ま
た
は
肚
會
公
共

の
利
釜
の
た
め
に
す
る
行
政
機
關
の
作
用
で
あ
つ
て
も
、
違
法
に
關
係
者
の
構
利
を
侵
す
と
き
は
、
基
本
酌
人
灌
奪
重
の
原
理
に
よ
り
裁

判
所
の
司
法
櫨
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
　
　
憲
法
上
、
特
別
な
行
政
裁
判
所
が
許
さ
れ
る
な
ら
ぱ
、
格
別
で
あ
る
が
I
l
、
關
係

者
の
権
利
に
つ
い
て
争
が
な
い
か
ぎ
り
、
法
の
適
用
の
性
質
を
も
つ
司
法
的
作
用
は
、
行
政
機
關
に
よ
つ
て
決
定
さ
る
べ
き
も
の
と
す
る
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こ
と
が
、
國
民
主
擢
の
要
請
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
裁
剣
所
の
一
般
的
な
穂
限
を
示
す
司
法
構
と
、
法
の
適
用
を
意
味
す
る
實
質
的
意

義
の
司
法
と
は
、
異
な
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
ま
た
、
内
閣
の
一
般
的
構
限
を
示
す
行
政
穰
と
、
具
盟
的
に
法
の
拘
束
を
受
け
な
い

實
質
的
意
義
の
行
政
と
は
、
囁
別
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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西
ド
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ッ
連
邦
行
政
裁
制
所
法
第
一
五
條
は
、
裁
量
の
瞼
越
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日
巨
Φ
ω
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Φ
霧
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①
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田
ヨ
霧
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霧
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奮
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耳
窪
9
）
が
あ
つ
た
と
主
張
す
る
揚
合
に
か
ぎ
り
、
裁
量
慮
分
の
取
消
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
規
定
し
、
一
九
五
四
年
の
草
案
第

一
一
四
條
第
五
項
に
も
、
裁
量
の
法
律
上
の
限
界
を
越
え
、
ま
た
は
裁
量
橿
が
付
興
さ
れ
た
目
酌
に
添
わ
な
い
方
法
で
こ
れ
を
行
使
し
た

と
き
は
、
行
政
行
爲
を
違
法
と
す
る
、
と
定
め
て
い
る
。
現
行
法
は
裁
量
の
瞼
越
ま
た
ぽ
濫
用
を
、
訴
の
成
立
要
件
と
し
て
い
る
よ
う
に

み
え
、
こ
の
こ
と
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
行
政
裁
到
所
法
第
三
六
條
、
イ
ギ
リ
ス
地
囲
行
政
裁
剣
令
第
二
三
條
で
も
同
様
で
あ
る
が
、
連
邦
草

¶匡、

レ
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畷

案
は
．
一
れ
を
、
取
消
請
求
を
理
由
あ
ら
し
め
る
實
膿
酌
行
政
法
の
問
題
と
し
て
、
到
決
の
規
定
の
中
に
移
し
て
い
る
。
草
案
理
由
書
に
よ

れ
ば
、
行
政
裁
判
権
は
法
的
規
制
を
行
う
だ
け
で
、
裁
量
の
限
界
内
に
お
け
る
合
目
的
性
、
不
公
正
、
適
當
性
の
問
題
に
お
よ
ん
で
は
な

ら
な
い
が
、
こ
の
こ
と
は
、
連
邦
お
よ
び
州
の
現
行
規
定
が
慶
止
さ
れ
た
後
に
も
、
明
文
で
規
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
行
政
聴
の
自
由
裁
量
塵
分
で
あ
つ
て
も
、
裁
量
の
瞼
越
ま
た
は
濫
用
に
よ
つ
て
違
法
の
慮
分
と
な
る
と
す
れ
ば
、
原
告
が
庭
分
の
違
法

で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
か
ぎ
り
、
裁
釧
所
が
係
畢
慮
分
を
自
由
裁
量
虎
分
と
認
め
て
も
、
直
ち
に
訴
を
却
下
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
本

案
の
審
理
に
よ
つ
て
裁
量
の
喩
越
ま
た
は
濫
用
が
な
け
れ
ば
、
請
求
を
棄
却
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
却
下
で
き
な
い
こ
と
で
、
自
由
裁
量

と
法
規
裁
量
と
は
攣
り
が
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
自
由
裁
量
と
法
規
裁
量
と
は
、
許
さ
れ
る
裁
量
の
量
的
廣
狡
の
差
異
に
と
ど
ま
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

裁
量
の
誤
り
に
よ
つ
て
裁
量
の
法
的
限
界
を
越
え
る
揚
合
に
か
ぎ
り
、
違
法
と
な
る
こ
と
は
、
爾
者
に
共
通
と
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
こ
の
題
別
は
行
政
機
關
の
作
用
が
法
に
よ
つ
て
拘
束
さ
れ
る
程
度
の
差
で
あ
る
が
、
上
に
掲
げ
た
西
ド
イ
ツ
法
の
規
定
は
自

由
裁
量
慮
分
に
關
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
法
規
裁
量
慮
分
と
匠
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
ず
、
法
規
裁
量
の
慮
分
は
、
法
律
要
件
に
包
撮
さ
れ
る
法
律
事
實
に
基
ず
い
て
一
定
の
慮
分
を
す
べ
き
数
果
が
法
規
範
に
よ
つ
て
定

ま
る
揚
合
で
あ
る
。
そ
れ
は
要
件
の
み
な
ら
ず
、
数
果
に
つ
い
て
も
法
が
こ
れ
を
特
定
す
る
揚
合
で
あ
る
か
ら
、
純
然
た
る
法
の
適
用

（
閃
。
。
窪
。
巷
≦
o
民
ロ
躍
）
で
あ
り
、
實
質
的
意
義
の
司
法
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
軍
純
な
覇
束
慮
分
と
匠
別
す

る
理
由
は
、
圭
と
し
て
、
法
律
要
件
に
含
ま
れ
る
不
確
定
概
念
（
β
嘗
。
昌
旨
日
富
零
讐
葭
Φ
）
の
解
繹
お
よ
ぴ
法
律
事
實
の
認
定
が
必
ず

し
も
容
易
で
な
い
こ
と
、
な
ら
ぴ
に
、
自
然
法
の
宣
言
的
規
定
と
み
ら
れ
る
自
由
灌
の
保
障
に
よ
つ
て
、
法
律
要
件
を
解
繹
す
る
基
準
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

示
さ
れ
、
法
律
数
果
の
規
定
が
補
充
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
法
の
用
い
る
不
確
定
概
念
が
、
経
験
的
事
實
、
朕
態
等
に
關
す
る
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
行
政
虎
分
と
司
法
的
規
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
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大
學
研
輩
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學
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六

る
と
き
は
・
経
験
律
に
よ
つ
て
解
繹
し
、
具
膿
的
事
實
が
法
律
要
件
に
包
播
さ
れ
る
か
否
か
を
到
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ロ

し
て
・
不
確
定
概
念
が
煩
値
概
念
（
乏
R
3
Φ
σ
q
吋
峯
①
）
に
屡
す
る
と
き
は
、
當
該
條
項
が
属
す
る
法
律
の
目
的
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
憲
法

に
お
い
て
客
観
化
さ
れ
た
民
主
主
義
、
自
由
主
義
な
い
し
砒
會
國
家
的
な
世
界
観
に
よ
つ
て
目
的
論
酌
に
解
繹
す
る
．
）
と
を
要
す
る
。
事

實
の
認
定
が
立
鐙
責
任
を
行
政
機
關
に
負
わ
せ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、
著
し
い
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
、
課
視
標
準
た
る
所
得
金
額
の
決

定
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
法
の
解
繹
は
、
行
政
機
關
の
剣
噺
ま
た
は
認
識
の
作
用
で
あ
つ
て
、
法
論
理
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ロ

に
裁
量
が
否
定
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
軍
純
な
推
理
の
作
用
で
な
く
、
債
値
剣
断
な
い
し
は
立
讃
が
當
該
行
政
機
關
に
よ
つ
て

な
さ
れ
る
か
、
利
害
關
係
人
ま
た
は
裁
剣
機
關
に
よ
つ
て
な
さ
れ
る
か
に
よ
り
、
結
論
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
．
）

の
揚
合
の
行
政
機
關
の
剣
断
が
、
統
治
構
に
よ
つ
て
關
係
人
を
拘
束
し
、
ま
た
、
責
任
政
治
の
原
則
と
専
門
技
術
的
知
識
、
経
瞼
に
よ
つ

て
訴
訟
上
、
適
法
性
の
推
定
を
受
け
る
こ
と
は
、
裁
量
構
の
範
園
（
醇
目
霧
器
塁
巷
芭
富
β
ヨ
）
内
に
お
け
る
自
由
裁
量
庭
分
と
比
較
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
行
政
機
關
が
一
般
的
な
権
限
の
範
園
内
で
、
自
由
に
庭
分
を
す
る
か
否
か
を
決
定
で
き
る
揚
合
は
、
自
由
裁
量
庭
分
で
あ
る
が
、
違
法

と
し
て
孚
わ
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
法
律
要
件
に
結
ぴ
つ
く
法
律
数
果
が
特
定
せ
ず
、
行
政
機
關
が
一
定
の
範
園
内

で
選
鐸
の
自
由
を
も
つ
揚
合
に
は
、
自
由
裁
量
慮
分
に
つ
い
て
違
法
と
な
る
こ
と
が
豫
想
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
庭
分
が
行
政
聴
の
槽
限

の
規
定
に
違
反
す
る
と
き
、
ま
た
は
、
慮
分
が
法
律
要
件
に
該
當
し
な
い
と
き
は
、
い
ず
れ
も
裁
量
の
限
界
を
越
え
て
違
法
と
な
る
の
で

あ
り
・
慮
分
が
そ
の
根
撮
と
な
る
法
の
内
在
目
酌
に
明
ら
か
に
反
す
る
と
き
は
、
裁
量
の
濫
用
に
よ
つ
て
遽
法
と
な
る
が
、
法
律
数
果
の

選
揮
に
つ
い
て
は
裁
剣
所
の
審
査
が
及
ば
な
い
。
た
だ
、
庭
分
の
根
擦
と
な
る
法
規
が
、
行
政
聴
に
法
律
数
果
の
選
澤
を
許
す
不
確
定
な

、

1レ



σ
、

’

頑

法
規
（
ヨ
葺
Φ
同
一
Φ
一
一
一
岳
げ
①
昌
目
ヨ
3
に
9
馨
器
讐
N
Φ
）
で
あ
る
か
否
か
は
、
規
定
の
字
句
の
み
で
は
決
定
さ
れ
な
い
。
い
わ
ゆ
る
自
然
の

自
由
が
す
べ
て
の
人
に
季
等
に
保
障
さ
れ
、
行
政
構
に
よ
つ
て
規
制
す
る
に
は
公
共
の
爾
祉
の
た
め
必
要
な
最
小
限
度
に
止
ま
る
ぺ
き
こ

と
は
、
超
實
定
的
法
原
理
と
し
て
憲
法
の
確
認
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
公
共
の
編
祉
の
必
要
、
こ
と
に
治
安
の
維
持
の
目
的
は
、
自

然
の
自
由
を
規
制
す
る
塵
分
の
要
件
を
補
充
す
る
も
の
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
孕
等
の
原
則
と
比
例
原
則
は
、
こ
の
よ
う
な
慮
分
の
内
容

を
特
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
風
俗
菅
業
者
が
善
良
の
風
俗
を
害
す
る
虞
れ
の
あ
る
行
爲
を
し
た
と
き
、
公
安
委
員
會
は
鶯
業

の
許
可
を
取
清
し
、
若
し
く
は
螢
業
の
停
止
を
命
じ
、
ま
た
は
違
反
行
爲
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
庭
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ

の
風
俗
螢
業
取
締
法
第
四
條
は
各
種
の
塵
分
に
つ
い
て
庭
分
聡
に
選
澤
の
自
由
を
認
め
る
も
の
で
な
く
、
風
俗
を
害
す
る
虞
れ
の
程
度
に

比
例
し
て
慮
分
の
内
容
が
定
ま
る
の
で
あ
つ
て
、
違
反
行
爲
の
防
止
の
た
め
の
慮
分
の
内
容
が
法
律
で
明
示
さ
れ
な
い
こ
と
は
、
自
由
裁

量
庭
分
を
認
め
る
理
由
と
な
ら
な
い
。
ま
た
、
滞
納
者
の
い
か
な
る
財
産
を
差
押
え
て
公
費
す
る
か
は
、
行
政
聴
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る

が
、
視
金
額
、
滞
納
庭
分
費
等
に
比
較
し
て
著
し
く
多
く
の
財
産
を
差
押
え
る
こ
と
は
、
比
例
原
則
に
反
し
て
違
法
と
な
る
か
ら
、
國
税

徴
牧
法
第
一
〇
條
の
財
産
差
押
は
、
法
規
裁
量
の
慮
分
で
あ
る
。
な
お
、
訴
願
法
第
八
條
に
お
い
て
、
宥
恕
す
べ
き
事
由
が
あ
る
と
認
め

た
と
き
、
期
限
の
経
過
後
で
あ
つ
て
も
訴
願
を
受
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
規
定
す
る
こ
と
は
、
自
然
の
自
由
を
規
制
す
る
揚
合
で
な

い
の
み
な
ら
ず
、
同
條
に
期
限
経
過
後
は
訴
願
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
の
規
定
が
あ
る
か
ら
、
行
政
踊
に
受
理
す
る
か
否
か
の
選
繹
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

自
由
を
認
め
る
も
の
で
、
自
由
裁
量
の
塵
分
で
あ
る
。

　
　
（
1
）
　
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
國
行
政
裁
剣
所
法
草
案
（
最
高
裁
剣
所
事
務
総
局
、
行
政
裁
剣
資
料
第
二
〇
號
）

　
　
（
2
）
　
東
京
地
方
、
二
八
年
四
月
二
七
日
剣
決
（
行
政
事
件
裁
剣
例
集
第
四
巻
第
四
號
九
七
事
件
）

　
　
　
　
　
行
政
慮
分
と
司
法
的
規
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
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3
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5
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6
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o
■
窪
幕
吋
魍
u
一
。
き
げ
葺
一
く
魯
薄
珪
。
蜜
因
①
＆
ρ
の
■
鴇
穿
≦
崔
ゆ
器
ぎ
o
。
ω
費
。
Φ
ω
。
け
N
。
ω
騨
昌
・
く
Φ
昌
山
信
昌
α
q
一
一
づ
自

N
き
犀
艮
ω
馨
①
一
萎
毒
庭
ω
」
刈
中
葛
山
き
ε
受
b
一
①
く
㊦
§
一
葺
舅
管
。
窪
一
一
。
げ
。
9
。
H
℃
鴎
［
一
㌦
一
一
一
一
管
。
ω
即
q
巨
巳
，

ω
ヰ
暮
ぞ
O
口
国
触
旨
霧
器
霧
｝
O
O
・
刈
ひ
卑
園
部
逸
夫
、
行
政
法
上
の
不
確
定
法
慨
念
（
法
學
論
叢
第
六
二
巻
第
二
號
所
載
）

≦
■
旨
o
一
一
ぎ
①
置
鉾
勲
○
■
ψ
9
R
い
閏
o
房
一
げ
○
抽
卑
・
鈴
ρ
ψ
コ
卑

不
確
定
概
念
畏
用
の
問
題
を
・
窺
叢
の
法
理
か
ら
騎
す
ぺ
鳶
の
と
す
藁
甦
つ
言
n
。
昌
の
。
H
・
蟄
・
費
6
払
一
N
ひ
．
、
．
ω
§
．

こ
の
ほ
か
、
拙
稿
、
行
政
廃
の
裁
量
塵
分
、
（
渡
邊
博
士
還
暦
記
念
、
公
法
學
の
諸
問
題
、
所
牧
）

　
　
　
　
　
　
　
三

　
イ
ギ
リ
ス
地
囁
行
政
裁
剣
令
第
二
五
條
は
、
行
政
行
爲
を
定
義
し
て
、
公
法
の
領
域
に
お
い
て
個
々
の
揚
合
を
規
制
す
る
た
め
に
行
政

漿
行
う
す
べ
て
量
分
・
命
令
、
決
定
ま
た
は
そ
の
他
の
題
を
い
う
、
と
し
て
い
る
．
慣
鎮
的
姦
力
を
認
め
ら
砦
ウ
．
、
ル
テ

ン
ベ
ル
ヒ
行
政
法
典
草
案
第
六
一
條
も
ま
た
、
行
政
聴
が
公
構
力
を
行
使
し
て
、
個
々
の
場
合
の
特
定
關
係
を
規
制
す
る
た
め
に
行
う
慮

分
と
決
定
を
い
い
・
特
別
勢
關
係
の
内
運
存
る
雰
と
決
定
を
除
く
も
の
、
と
定
義
し
て
い
る
．
行
政
薪
令
の
嚢
が
、
統
治

驚
要
素
を
示
手
・
か
つ
そ
の
他
の
盤
と
い
う
不
明
肇
作
用
挽
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
バ
ハ
オ
愚
行
政
行
爲
の
概
念
姦
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

し
た
も
の
と
解
し
て
い
る
が
、
通
論
は
、
從
來
の
定
義
を
法
律
の
規
定
に
よ
つ
て
確
認
し
た
の
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
い
る
。
と
．
｝
ろ
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

ド
イ
ッ
法
の
行
政
行
爲
の
概
念
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
抗
告
訴
訟
の
提
起
を
認
め
る
實
定
法
の
概
念
で
あ
る
か
ら
、
わ
が
國
の
行
政
行
爲
が

民
法
に
お
け
る
法
律
行
爲
の
法
理
を
公
法
關
係
に
類
推
し
た
法
學
上
の
用
語
で
あ
る
の
と
異
な
り
、
む
し
ろ
行
政
事
件
訴
訟
特
例
法
等
に

、

，

レ



σ
－
　
4

畷

q

用
い
ら
れ
る
行
政
塵
分
と
比
較
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
明
治
憲
法
の
下
で
は
、
訴
訟
事
項
に
該
當
し
な
い
か
ぎ
り
、
行
政
慮
分
を
違
法

と
し
て
取
消
を
訴
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
が
、
現
行
憲
法
は
行
政
事
件
訴
訟
に
つ
き
概
括
主
義
を
と
る
も
の
と
解
さ
れ
る
か
ら
、

行
政
塵
分
の
意
義
は
、
反
封
の
規
定
が
な
け
れ
ば
行
特
法
の
用
語
と
同
様
に
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
行
政
庭
分
の
数

力
を
孚
う
訴
訟
が
、
ド
イ
ツ
と
わ
が
法
制
に
よ
つ
て
格
別
の
相
違
が
な
い
な
ら
ば
、
ド
イ
ッ
法
の
行
政
行
爲
と
わ
が
法
制
の
行
政
塵
分
は

共
通
な
性
格
を
も
つ
も
の
と
い
え
る
。

　
右
に
掲
げ
た
行
政
裁
剣
令
の
定
義
に
お
い
て
、
個
々
の
揚
合
の
規
制
（
因
o
σ
q
Φ
一
葺
茜
Φ
ぎ
霧
田
震
。
罵
巴
一
〇
の
）
と
あ
る
の
は
、
特
定
の
相

手
方
に
限
ら
れ
る
個
別
的
庭
分
を
意
味
せ
ず
、
一
般
的
虚
分
を
含
む
の
で
あ
つ
て
、
む
し
ろ
具
膿
的
規
制
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、

關
係
人
に
封
し
て
少
く
と
も
拘
束
力
を
も
つ
可
能
性
あ
る
決
定
（
ヨ
首
創
霧
8
諾
b
9
①
酵
巨
一
く
R
三
且
ぎ
『
国
暮
の
9
巴
山
ロ
昌
磯
）
を
含

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

む
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
オ
ッ
ト
オ
・
マ
イ
ヤ
ア
は
、
行
政
行
爲
と
行
政
剣
決
が
本
質
的
に
共
通
性
あ
る
庵
の
と
し
、
メ
ル
ク
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

は
行
政
行
爲
を
個
別
的
な
法
規
と
み
て
い
る
よ
う
に
、
行
政
権
に
よ
つ
て
法
を
適
用
し
、
關
係
人
の
椹
利
義
務
を
確
認
し
ま
た
は
形
成
す

る
作
用
で
あ
る
。
到
決
に
確
定
力
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
行
政
行
爲
に
は
公
定
力
が
認
め
ら
れ
、
取
消
原
因
た
る
違
法
性
が
裁
判
に
よ

つ
て
確
認
さ
れ
る
ま
で
、
關
係
人
は
行
政
行
爲
の
数
力
を
否
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
行
政
鹿
分
の
数
果
と
し
て

生
ず
る
法
律
關
係
を
孚
う
當
事
者
訴
訟
の
ほ
か
に
、
と
く
に
行
政
慮
分
の
取
清
を
訴
求
す
る
法
律
上
の
利
釜
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た

が
つ
て
、
行
政
踊
の
通
知
お
よ
び
受
理
は
、
法
律
に
よ
り
關
係
人
の
灌
利
義
務
を
確
定
し
ま
た
は
形
成
す
る
敷
果
が
附
着
せ
し
め
ら
れ
な

い
か
ぎ
り
、
行
政
庭
分
で
な
く
、
公
讃
も
ま
た
、
そ
の
認
識
さ
れ
た
事
實
ま
た
は
法
律
關
係
の
存
否
が
反
謹
に
よ
つ
て
覆
え
す
こ
と
が
で

き
る
か
ぎ
り
、
同
様
に
解
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
行
政
虎
分
と
司
法
的
規
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
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一
〇
〇

　
直
接
に
實
胎
的
な
法
律
關
係
を
形
成
し
ま
た
は
確
定
す
る
、
通
常
の
行
政
慮
分
と
異
な
り
、
同
一
手
績
に
お
け
る
前
行
の
行
政
行
爲
、

あ
る
い
は
即
時
強
制
の
作
用
、
さ
ら
に
庭
分
の
執
行
作
用
の
よ
う
な
、
形
式
的
行
政
行
爲
（
出
9
ヨ
亀
o
〈
R
≦
巴
窪
昌
鵯
躊
8
）
が
行
政
庭

分
と
認
め
ら
れ
る
か
否
か
は
、
問
題
で
あ
る
。
行
政
代
執
行
法
に
よ
る
戒
告
に
つ
い
て
、
東
京
地
裁
は
、
軍
に
義
務
履
行
の
催
告
的
な
も

の
に
止
ま
り
、
既
存
の
義
務
に
な
ん
ら
新
た
な
攣
動
を
生
ぜ
し
め
る
も
の
で
な
い
か
ら
、
行
政
慮
分
で
な
い
と
し
（
一
京
昨
聾
に
月
）
、
反
封
に

旭
川
地
裁
は
、
軍
な
る
通
知
行
爲
で
な
く
、
代
執
行
の
前
提
要
件
と
な
る
準
法
律
行
爲
的
行
政
行
爲
で
あ
る
か
ら
、
行
政
庭
分
に
準
ず
る

も
の
と
し
て
取
消
訴
訟
の
封
象
と
な
る
と
し
て
い
る
（
翫
昨
聾
涛
月
）
。
代
執
行
を
な
す
こ
と
に
よ
り
構
利
義
務
に
攣
動
を
生
ず
る
可
能
性
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

あ
る
か
ら
、
そ
の
前
提
要
件
た
る
戒
告
は
行
政
庭
分
と
解
す
ぺ
く
、
ニ
イ
デ
ル
・
ザ
ク
セ
ン
公
安
秩
序
法
第
三
七
條
第
五
項
は
ヒ
の
法
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

を
確
認
し
て
い
る
。
一
般
に
行
政
虜
分
の
執
行
自
騰
は
、
積
極
的
に
も
消
極
的
に
も
形
成
的
数
果
な
く
、
ま
た
確
定
数
果
も
な
い
が
、
現

行
法
が
代
執
行
お
よ
ぴ
滞
納
庭
分
を
行
政
庭
分
と
認
め
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
に
封
し
て
取
消
訴
訟
を
許
す
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

帥
時
強
制
は
事
實
的
作
用
で
あ
つ
て
、
裁
判
を
請
求
す
る
鯨
裕
の
な
い
こ
と
が
多
い
が
、
相
手
方
の
自
由
を
侵
害
す
る
も
の
で
受
忍
の
義

務
を
生
ぜ
し
め
る
か
ら
、
行
政
塵
分
に
準
じ
て
扱
う
べ
き
も
の
と
解
す
る
。
こ
れ
を
事
實
上
の
行
政
行
爲
（
叶
緯
路
9
ぎ
富
く
R
≦
巴
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

9
轟
舞
算
①
）
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
ニ
イ
デ
ル
・
ザ
ク
セ
ン
公
安
秩
序
法
第
三
四
條
、
一
九
三
一
年
プ
・
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
第
四
四

條
は
、
警
察
上
の
即
時
強
制
を
慮
分
と
同
様
に
扱
う
も
の
と
規
定
し
て
い
る
。
東
京
地
裁
は
、
土
地
牧
用
法
第
一
一
條
に
よ
る
調
達
局
長

の
土
地
等
に
封
す
る
立
入
槽
の
行
使
が
、
公
櫃
力
の
行
使
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
、
こ
の
立
入
構
の
行
使
を
阻
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
假
慮
分
の
申
請
は
、
行
特
法
第
一
〇
條
第
七
項
の
趣
旨
に
照
ら
し
、
不
適
法
と
し
て
却
下
を
免
れ
な
い
、
と
決
定
し
た
（
胆
コ
咋
眈
）
。
こ

れ
は
行
特
法
第
一
〇
條
第
二
項
に
よ
る
執
行
停
止
の
方
法
に
よ
る
べ
き
も
の
と
す
る
の
で
あ
つ
て
、
公
法
上
の
實
力
の
行
使
に
つ
い
て
抗

、

レ



〈

告
訴
訟
の
提
起
を
豫
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
行
政
代
執
行
法
第
三
條
第
二
項
に
よ
り
代
執
行
の
通
知
が
あ
る
と
き
、
こ
れ
の
取
消
を
訴

求
で
き
る
の
に
反
し
て
、
同
條
第
三
項
に
よ
り
通
知
せ
ず
し
て
代
執
行
を
す
る
と
き
、
取
消
の
講
求
を
許
さ
な
い
と
す
る
こ
と
は
、
第
七

條
の
規
定
に
反
す
る
の
み
な
ら
ず
、
代
執
行
に
よ
る
費
用
の
負
櫓
を
免
れ
な
い
不
合
理
を
生
ず
る
。

　
特
別
槽
力
關
係
の
内
部
の
行
爲
が
慮
分
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
は
、
ウ
ユ
ル
テ
ン
ベ
ル
ヒ
草
案
と
異
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
地
匠
行
政
裁
到
令

に
は
明
示
さ
れ
な
い
。
國
ま
た
は
地
方
公
共
團
艦
の
内
部
的
な
意
思
決
定
の
段
階
に
止
ま
る
と
き
は
、
個
麦
の
揚
合
の
規
制
で
な
い
か
ら

行
政
慮
分
で
な
い
。
訓
令
、
職
務
命
令
の
ほ
か
、
機
關
委
任
事
務
に
つ
い
て
自
治
饅
の
機
關
を
國
の
行
政
聴
が
監
督
す
る
揚
合
の
訓
令
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

ま
た
，
行
政
組
織
の
内
部
の
行
爲
（
一
馨
o
目
段
》
霧
）
で
あ
つ
て
、
慮
分
に
含
ま
れ
な
い
。
螢
造
物
利
用
關
係
の
内
部
の
行
爲
と
一
般
の

行
政
慮
分
と
は
、
特
別
構
力
關
係
た
る
と
一
般
統
治
關
係
た
る
と
の
程
度
の
差
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
前
者
を
一
種
の
塵
分
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
學
生
ま
た
は
公
務
員
の
懲
戒
塵
分
の
よ
う
に
、
契
約
に
基
ず
く
特
別
椹
力
關
係
に
あ
つ
て
は
、
自
由
権
の
保
障
が
は
ず
さ
れ

て
裁
量
が
廣
く
認
め
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
法
規
の
解
繹
に
つ
い
て
も
適
法
性
の
推
定
が
強
く
は
た
ら
く
か
ら
、
慮
分
を
違
法
と
し
て
争

う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
な
お
、
行
政
機
關
相
互
の
關
係
に
お
け
る
作
用
は
、
關
係
人
の
椹
利
義
務
に
直
接
影
響
す
る
封
外
的
敷
果

（
》
ロ
の
ω
窪
註
降
毒
α
q
）
が
あ
る
と
き
も
、
行
政
慮
分
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
奮
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
第
六
條
の
三
に
よ
つ
て
都

道
府
縣
農
業
委
員
會
が
行
う
遡
及
買
牧
の
指
示
は
、
行
政
聴
相
互
間
の
内
部
的
な
意
思
表
示
で
あ
つ
て
、
直
接
私
人
の
槽
利
義
務
に
攣
動

を
及
ぽ
す
も
の
で
な
い
と
し
て
、
行
政
庭
分
で
な
い
と
し
た
剣
決
が
あ
る
が
（
脹
胸
魂
訪
肛
蹴
灘
）
、
小
作
農
が
遡
及
買
牧
を
市
町
村
農
業
委
員

會
に
請
求
し
た
の
に
拘
わ
ら
ず
、
農
地
買
牧
計
螢
が
こ
の
請
求
に
從
つ
て
定
め
ら
れ
な
い
場
合
に
關
係
人
か
ら
遡
及
買
牧
の
指
示
を
請
求

す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
訴
願
の
裁
決
と
伺
様
に
少
く
と
も
間
接
に
關
係
人
の
椹
利
義
務
に
影
響
す
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
庭
分
と
み
て
抗

　
　
　
　
　
行
政
虎
分
と
司
法
的
規
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F一

一
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一
〇
二

告
訴
訟
を
認
め
る
剣
決
は
誤
で
あ
る
（
轍
調
則
噺
鴫
眺
筋
に
靭
）
。
村
農
地
委
員
會
の
定
め
た
買
牧
計
垂
に
封
す
る
縣
農
地
委
員
會
の
承
認
も
ま
た

買
牧
の
要
件
に
止
ま
り
、
行
政
慮
分
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
娠
燭
膿
鳴
規
附
虹
細
）
。
滑
防
法
第
七
條
の
滑
防
長
の
同
意
に
つ
い
て
も
、
實

質
的
に
國
民
の
椹
利
義
務
に
影
響
は
あ
る
が
、
建
築
許
可
廃
た
る
都
道
府
縣
知
事
の
み
を
拘
束
す
る
内
部
的
意
思
表
示
に
過
ぎ
な
い
か
ら

行
政
庭
分
で
な
く
（
輻
魍
謁
に
蹴
灘
）
、
消
防
長
が
こ
の
同
意
を
自
ら
取
消
し
た
こ
と
を
庭
分
と
解
し
て
抗
告
訴
訟
を
認
め
た
隔
岡
地
裁
の
到

決
（
髪
燕
に
）
は
、
誤
り
で
あ
る
。

　
　
（
－
）
竪
夷
8
費
』
薗
ρ
ψ
一
。
ご
浮
き
国
国
魯
茜
箕
望
。
く
。
暑
巴
δ
琶
α
Q
詔
包
昌
釘
9
詩
卑
ぎ
号
目
彗
・
豊
匿
昌
呂
魯
畦
一
α
ぼ
三
，

　
　
　
　
　
o
o
o
げ
①
昌
N
O
口
P
ψ
匡
O
　
反
封
は
○
簿
o
ゆ
8
げ
o
抄
U
一
〇
〈
Φ
コ
く
や
一
葺
昌
の
の
ひ
Q
Φ
二
〇
げ
菖
ざ
げ
o
囚
㌶
α
q
①
や
亀
く
9
β
角
び
旨
①
①
三
R
》
巳
畠
，

　
　
　
　
　
げ
卑
昌
巳
目
昌
α
q
”
ψ
雛
一
い
9

　
　
（
2
）
＜
α
q
一
，
9
ρ
∪
δ
冨
日
Φ
〈
§
く
。
博
語
一
§
署
ζ
首
い
一
。
窪
伍
R
o
窪
①
巨
匡
程
の
①
一
（
国
①
受
ω
一
翼
≦
三
の
。
一
・
弾
目
）
ψ

　
　
　
　
　
N
ひ
O
融

　
　
（
3
）
　
一
般
的
塵
分
が
し
ば
し
ぱ
行
政
虚
分
に
含
ま
れ
な
い
と
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
特
定
人
の
椹
利
を
侵
害
し
な
い
た
め
、
取
浦
の
訴
に
よ
つ
て

　
　
　
　
　
争
わ
れ
な
い
の
が
通
常
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
↓
ご
o
日
欝
り
畠
器
ま
①
8
三
一
旨
ゆ
国
α
鼠
畠
窪
国
9
馨
－
幹
ま
ト
け
詳
一
〇
）
。

　
　
　
　
　
○
琴
昏
岩
斜
u
。
塞
。
ぽ
の
＜
。
暑
葺
壼
讐
。
。
耳
窪
，
H
ψ
§
じ
n
①
詩
γ
2
一
鴨
馨
墓
ω
く
R
毒
一
け
琶
α
Q
の
§
耳
¢
一
。
。
9

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

田
o
o
プ
∪
器
勺
〇
一
首
虫
冨
畠
ダ
一
〇
器
》
の
■
ω
8
中

↓
震
①
躇
矯
零
ぼ
言
9
創
Φ
の
く
。
暑
巴
g
轟
零
①
畠
筑
一
8
♪
¢
一
。
。
。
。
・

切
8
ぎ
抽
＜
○
駐
魯
げ
琶
の
巴
夷
ρ
の
』
ど
妻
壁
｝
①
一
一
冒
Φ
置
＜
o
コ
奉
一
g
口
α
Q
。
。
り
8
客
｝
ψ
謡
o
。
・

田
昌
。
抄
＜
①
暑
巴
g
夷
鶏
騨
§
2
g
①
益
①
霧
葺
＆
Φ
≦
Φ
δ
琶
の
（
く
①
壁
鴇
琶
の
巷
山
＜
。
著
轟
琶
の
）
の
■

N
O
o
凱
融

－

レ



穿

＜

四

　
抗
告
訴
訟
の
封
象
と
し
て
の
行
政
庭
分
の
中
に
、
無
数
慮
分
、
拒
否
塵
分
お
よ
ぴ
却
下
の
決
定
が
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
。
ま
た
、
行
政

慮
分
が
相
當
な
期
間
を
経
過
し
て
も
行
わ
れ
な
い
と
き
、
こ
れ
を
拒
否
慮
分
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
し
て
、
抗
告
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
。

　
無
数
な
行
政
庭
分
は
、
行
政
機
關
の
行
爲
が
形
式
酌
に
存
在
す
る
に
拘
わ
ら
ず
、
法
理
上
、
取
消
さ
る
べ
き
数
力
が
な
い
揚
合
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

が
、
行
政
権
の
焚
動
と
し
て
有
数
な
庭
分
の
外
観
が
あ
る
結
果
、
こ
れ
を
除
く
た
め
の
訴
訟
が
、
法
律
上
の
利
釜
を
も
つ
と
解
さ
れ
る
。

實
艦
法
上
は
存
在
が
認
め
ら
れ
な
い
行
爲
で
あ
る
が
、
手
績
法
上
、
存
在
す
る
も
の
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
イ

ギ
リ
ス
地
匠
行
政
裁
剣
令
第
二
三
條
は
、
行
政
行
爲
が
無
数
の
揚
合
に
も
取
消
を
訴
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
さ
ら
に
、
第
七

五
條
第
一
項
は
、
抗
告
訴
訟
が
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
、
裁
剣
所
は
行
政
行
爲
の
無
数
を
宣
言
で
き
る
も
の
と
し
て
い
る
。
け

れ
ど
も
こ
の
た
め
、
無
数
確
認
の
訴
を
す
べ
て
禁
止
す
る
も
の
で
は
な
い
。
同
令
第
五
二
條
で
、
確
認
訴
訟
の
提
起
に
は
、
裁
剣
に
よ
る

確
認
が
印
時
に
な
さ
れ
る
こ
と
に
つ
き
正
當
な
利
釜
あ
る
こ
と
を
要
す
る
か
ら
、
無
数
慮
分
に
封
し
て
取
消
の
訴
が
提
起
で
き
る
揚
合
に

は
、
無
数
確
認
の
訴
が
認
め
ら
れ
な
い
が
、
出
訴
期
問
を
徒
過
し
て
取
消
の
訴
が
許
さ
れ
な
い
揚
合
な
ど
は
、
無
数
確
認
を
訴
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
右
の
第
二
三
條
の
よ
う
な
規
定
が
な
い
バ
イ
エ
ル
ン
行
政
裁
剣
法
や
わ
が
法
制
に
お
い
て
、
こ
の
條
項

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

を
類
推
し
て
取
消
の
訴
を
許
す
こ
と
は
、
こ
れ
に
よ
つ
て
無
数
確
認
の
剣
決
を
す
る
な
ら
ば
、
不
告
不
理
の
原
則
に
反
す
る
疑
が
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ま
た
、
出
訴
期
間
を
経
過
し
た
後
に
も
無
数
確
認
の
訴
を
、
常
に
確
認
の
利
釜
な
し
と
し
て
却
下
す
る
こ
と
は
、
貿
成
で
き
な
い
。
無
数
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慮
分
は
性
質
上
、
無
数
確
認
の
訴
で
争
う
ぺ
き
も
の
で
あ
る
が
、
た
だ
、
取
消
原
因
と
無
数
原
因
の
匿
別
が
し
ば
し
ば
極
め
て
困
難
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

る
た
め
、
取
消
の
訴
に
よ
つ
て
も
無
数
慮
分
を
孚
う
こ
と
を
許
す
必
要
が
考
え
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
無
数
慮
分
に
封
す
る
取
消
の
訴
を

認
め
る
こ
と
は
、
無
数
確
認
の
訴
を
提
起
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
の
で
あ
つ
て
、
イ
ギ
リ
ス
地
画
行
政
裁
剣
令
の
よ
う
な
規
定
が
な
い
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ぎ
り
、
こ
の
場
合
に
印
時
確
定
の
利
釜
が
な
い
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
最
高
裁
が
、
行
政
慮
分
が
無
数
で
あ
つ
て
も
、
當
該
庭
分
の

取
消
攣
更
を
求
め
る
訴
に
つ
い
て
は
、
出
訴
期
間
に
關
す
る
規
定
が
適
用
さ
れ
る
、
と
解
し
た
こ
と
は
（
一
京
昨
野
に
月
）
、
慮
分
が
無
数
か
否

か
は
本
案
の
審
理
に
よ
つ
て
明
ら
か
に
な
る
も
の
で
、
取
消
の
訴
に
つ
い
て
は
常
に
出
訴
期
間
の
制
限
が
あ
る
と
い
う
に
過
ぎ
ず
、
取
滑

の
訴
に
お
い
て
無
数
確
認
の
剣
決
を
す
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
は
な
い
（
服
塙
に
旺
辮
涛
O
）
。

　
拒
否
虜
分
を
一
種
の
行
政
慮
分
と
解
し
て
、
抗
告
訴
訟
を
許
ゆ
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
剣
例
で
あ
る
。
た
だ
、
拒
否
庭
分
の
取
清
は
拒

否
慮
分
が
な
か
つ
た
の
と
同
じ
状
態
を
つ
く
り
出
す
の
に
止
ま
り
、
そ
の
ほ
か
に
拒
否
さ
れ
た
慮
分
が
行
わ
れ
た
の
と
同
じ
状
態
を
獲
生

さ
せ
、
あ
る
い
は
、
行
政
聴
に
こ
の
虚
分
を
命
ず
る
こ
と
を
含
ま
な
い
。
東
京
地
裁
は
、
放
券
嚢
給
拒
否
の
庭
分
の
執
行
を
停
止
し
て
も

所
管
聴
に
旅
雰
の
螢
給
を
命
ず
る
こ
と
に
な
ら
ず
、
ま
た
、
旅
券
な
く
し
て
海
外
へ
渡
航
で
き
る
こ
と
に
も
な
ら
ず
、
た
だ
族
券
襲
給
の

拒
否
が
な
か
つ
た
と
同
じ
状
態
が
螢
生
す
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
、
拒
否
慮
分
に
よ
り
生
ず
べ
き
償
う
こ
と
の
で
き
な
い
損
害
を
避
け
る

た
め
に
全
く
役
だ
た
な
い
か
ら
、
そ
の
執
行
停
止
を
許
す
べ
き
も
の
で
な
い
、
と
し
て
い
る
（
一
配
昨
涯
朗
）
。
も
と
よ
り
、
拒
否
慮
分
の
取
清

の
剣
決
が
あ
る
と
き
は
、
所
轄
騒
が
到
決
の
趣
旨
に
そ
つ
て
積
極
的
に
庭
分
を
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
が
、
裁
剣
所
が
直
接
に
庭
分
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ロ

行
う
義
務
を
宣
言
す
る
剣
決
が
許
さ
れ
れ
ぱ
、
原
告
の
権
利
は
十
分
に
救
濟
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
バ
イ
エ
ル
ン
行
政
裁
判
法
第
七
九
條
第

三
項
は
、
職
務
行
爲
の
拒
否
（
＜
Φ
旨
轟
琶
α
Q
）
に
封
し
て
提
起
さ
れ
た
取
消
の
訴
が
理
由
あ
る
と
き
、
裁
判
所
が
、
そ
の
拒
否
を
取
消
し

ヤ，

レ



々

畷

同
時
に
行
政
聴
に
、
申
立
に
か
か
る
職
務
行
爲
を
す
ぺ
き
義
務
が
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
、
と
規
定
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
地
顧
行
政
裁
判
令

第
二
四
條
は
、
申
請
に
か
か
る
行
政
行
爲
を
な
す
こ
と
を
求
め
る
訴
（
匹
甜
Φ
程
隔
＜
o
ヨ
診
ヨ
Φ
o
冒
霧
げ
雷
暮
β
α
Q
け
雪
く
雪
白
巴
言
凝
－

器
窪
霧
）
を
取
消
の
訴
と
匠
別
す
る
結
果
、
・
同
第
七
五
條
第
三
項
は
、
職
務
行
爲
の
拒
否
（
距
げ
一
9
建
轟
）
が
違
法
で
あ
る
と
き
、
裁
到

所
が
行
政
聴
に
、
申
立
に
か
か
る
職
務
行
爲
を
す
ぺ
き
義
務
が
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
、
と
規
定
し
、
拒
否
を
取
消
す
と
し
て
い
な
い
。

け
れ
ど
も
、
右
の
第
二
四
條
の
訴
は
、
原
告
が
係
争
庭
分
の
な
さ
る
ぺ
き
こ
と
を
求
め
る
構
利
が
あ
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
か
ら
、
拒
否

の
取
消
の
請
求
が
含
ま
れ
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
バ
イ
エ
ル
ン
法
と
格
別
の
差
異
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
規
定
が
給
付
剣
決
で
な

く
、
義
務
宣
言
の
剣
決
を
認
め
て
い
る
こ
と
は
、
行
政
椹
の
獅
立
を
害
さ
な
い
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
な
さ
る
ぺ
き
慮
分
の
要
件

に
該
當
す
べ
き
事
實
が
宣
言
到
決
の
あ
つ
た
時
以
後
に
攣
動
す
る
か
ぎ
り
、
所
轄
聴
は
剣
決
の
既
剣
力
を
免
れ
る
。

　
拒
否
慮
分
を
争
う
揚
合
と
匪
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
申
請
者
が
慮
分
の
な
さ
る
ぺ
き
こ
と
に
つ
い
て
椹
利
が
あ
る
に
拘
わ
ら

ず
行
政
聴
が
充
分
な
理
由
な
く
し
て
相
當
の
期
間
内
に
決
定
を
し
な
い
揚
合
、
お
よ
び
申
講
に
封
し
て
そ
の
實
質
に
ふ
れ
ず
に
却
下
す
る

揚
合
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
地
匠
行
政
裁
到
令
第
二
四
條
お
よ
ぴ
第
七
五
條
は
軍
純
な
不
作
爲
と
却
下
の
匠
別
を
明
か
に
し
て
い
な
い
が
、

バ
イ
エ
ル
ン
行
政
裁
剣
法
第
三
五
條
お
よ
ぴ
第
七
九
條
は
、
却
下
（
q
暮
Φ
臨
器
窪
轟
）
と
い
わ
ゆ
る
不
作
爲
（
q
耳
弩
蒔
ぎ
δ
を
匠
別

し
な
が
ら
、
不
作
爲
を
右
の
條
件
の
下
に
、
却
下
と
み
な
す
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
フ
フ
ナ
グ
ル
は
、
こ
の
却
下
を
不
作
爲
と
匠
別
せ

ず
、
バ
ハ
オ
フ
も
ま
た
、
廣
義
の
抗
告
訴
訟
へ
》
畦
Φ
昌
ε
昌
α
q
跨
ポ
鴨
一
導
零
且
け
段
窪
の
ぎ
け
Φ
）
を
狡
義
の
取
消
の
訴
（
》
焦
富
げ
毒
鵯
－

匡
夷
Φ
）
と
職
務
行
爲
を
行
う
義
務
の
宣
言
を
求
め
る
訴
（
＜
①
∈
岳
昌
葺
夷
の
巴
轟
ρ
＜
o
§
昌
葺
o
霞
夷
o
）
に
分
類
し
、
後
者
を
さ
ら
に

拒
否
に
封
す
る
訴
（
≦
Φ
蒔
9
巳
茜
紹
轟
窪
匡
夷
①
）
と
不
作
爲
を
争
う
訴
（
d
β
鼠
菖
讐
包
冨
匹
茜
Φ
）
と
に
分
類
す
る
か
ら
、
却
下
と
不
作
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（
7
）

爲
の
匠
別
は
明
ら
か
で
な
い
。
け
れ
ど
も
ウ
ユ
ル
テ
と
ヘ
ル
ヒ
・
バ
ー
デ
ン
行
政
裁
剣
法
お
よ
ぴ
ヘ
ッ
セ
ン
行
政
裁
剣
法
と
異
な
り
、
バ

イ
エ
ル
ン
法
第
三
五
條
か
ら
却
下
と
不
作
爲
と
を
拒
否
と
同
様
に
扱
う
旨
の
規
定
を
創
除
し
た
こ
と
を
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
、
却
下
お
よ
ぴ
不
作
爲
の
揚
合
に
は
、
所
管
聴
が
申
請
の
内
容
に
つ
い
て
審
理
し
て
意
思
決
定
ま
た
は
到
断
を
す
る
に
至
つ
て
い

な
い
か
ら
、
拒
否
庭
分
と
異
な
り
、
剣
決
に
よ
つ
て
積
極
的
な
庭
分
を
命
ず
る
こ
と
は
、
司
法
櫨
が
行
政
構
の
濁
立
を
侵
か
す
こ
と
に
な

る
か
ら
で
あ
る
。
バ
イ
エ
ル
ン
法
第
七
九
條
が
、
拒
否
を
孚
う
訴
で
は
、
行
政
聴
に
申
請
に
か
か
る
職
務
行
爲
を
行
う
義
務
あ
る
こ
と
を

宣
言
す
る
剣
決
を
認
め
る
の
に
反
し
、
却
下
ま
た
は
不
作
爲
を
争
う
訴
で
は
、
軍
に
申
請
に
つ
い
て
行
政
聴
に
實
質
的
な
決
定
を
す
る
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

務
あ
る
こ
と
の
宣
言
到
決
を
許
す
の
に
止
め
た
こ
と
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
行
政
庭
分
の
行
わ
れ
る
に
先
だ
つ
て
、
行
政
聴
に

そ
の
慮
分
を
行
う
義
務
あ
る
こ
と
の
確
認
を
訴
求
す
る
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
、
具
膿
的
な
槽
利
義
務
に
つ
い
て
の
争
で
な
い
か
ら
、
確

認
の
利
釜
な
し
と
す
る
の
が
剣
例
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
確
認
判
決
は
椹
力
分
立
に
反
す
る
の
で
あ
る
が
、
行
政
慮
分
を
媒
介
と

せ
ず
直
接
に
法
律
に
よ
つ
て
人
民
の
灌
利
が
侵
害
さ
れ
る
揚
合
に
は
、
行
政
法
上
の
義
務
不
存
在
の
確
認
剣
決
に
よ
り
慮
分
踊
の
決
定
を

豫
め
拘
束
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
こ
と
は
、
英
米
の
宣
言
的
到
決
（
3
9
畦
暮
o
曙
甘
凝
旨
o
暮
。
。
）
の
制
度
に
よ
つ
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ

う
。
た
と
え
ば
、
相
績
視
ま
た
は
贈
與
視
の
納
視
義
務
は
、
相
績
ま
た
は
贈
與
に
よ
り
財
産
を
取
得
し
た
時
に
襲
生
す
る
か
ら
、
更
正
ま

た
は
決
定
の
取
消
請
求
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
更
正
ま
た
は
決
定
が
な
さ
れ
る
以
前
に
租
視
債
務
の
存
否
が
孚
わ
れ
る
と
き
、
確
認
の

利
釜
が
な
い
と
す
る
根
櫨
と
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
確
認
訴
訟
が
、
行
政
庭
分
の
な
さ
れ
る
前
に
公
法
上
の
法
律
關

係
を
確
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
政
騒
を
拘
束
す
る
結
果
と
な
つ
て
も
、
三
構
分
立
の
原
則
に
反
し
な
い
、
と
す
る
剣
決
が
あ
る
（
諌
鯨
靴
莇

朗
彫
灘
）
。
拒
否
慮
分
の
取
消
の
訴
に
お
い
て
は
、
積
極
的
な
庭
分
を
す
る
義
務
の
宣
言
は
、
確
認
の
利
釜
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
搬
力
分

や

1レ’



々

，
畷

立
に
反
す
る
も
の
で
な
く
、
印
請
の
却
下
の
決
定
の
取
消
訴
訟
に
お
い
て
も
、
軍
に
實
質
的
な
決
定
－
拒
否
庭
分
を
含
む
ー
1
の
義
務

を
確
認
す
る
の
み
で
あ
る
な
ら
ば
、
椹
力
分
立
に
反
し
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
、
軍
純
な
不
作
爲
に
封
し
て
義
務
宣
言
の
判
決
を
求
め
る

こ
と
は
、
こ
れ
を
却
下
と
み
な
す
よ
う
な
規
定
の
な
い
か
ぎ
り
、
確
認
の
利
釜
な
く
、
か
つ
槽
力
分
立
に
反
す
る
も
の
と
解
す
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

句
o
誘
け
『
○
抽
穿
卑
o
こ
¢
一
〇
〇
ざ
一
〇
〇
〇
〇

十
九
世
紀
以
來
の
プ
・
イ
セ
ン
高
等
行
政
裁
到
所
の
列
例
で
あ
る
。

g
ρ
o
窃
①
g
菩
零
自
塁
o
d
毒
α
。
ω
く
①
コ
毒
一
け
…
α
q
ω
α
q
。
帰
一
。
耳
ψ
。
。
ρ
。
9
男
8
ω
爵
。
中
る
』
■
○
・
ψ
云
N
・

冒
o
昌
喰
①
烈
空
p
ρ
ψ
一
〇
〇
N
中

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
國
行
政
裁
剣
所
法
草
案
第
四
二
條
理
由
参
照

竃
魯
餉
9
卑
勲
ρ
¢
ド
ε
中
山
田
準
次
郎
、
ド
イ
ッ
の
行
政
訴
訟
に
お
け
る
行
爲
要
求
訴
訟
（
法
律
論
叢
第
二
八
巻
第
五
號
）
同
、
行

政
行
爲
要
求
訴
訟
は
西
ド
イ
ツ
行
政
裁
判
制
度
に
特
別
の
制
度
で
あ
つ
て
、
我
法
制
に
お
い
て
は
認
め
ら
れ
な
い
か
（
法
律
論
叢
第
二
九
巻

第
二
、
三
號
）

国
ロ
ぼ
お
一
』
る
噂
ρ
¢
ま
ρ
。
。
。
頓
｝
田
昌
o
抄
く
。
旨
魯
巨
Φ
匹
魯
o
Q
㊦
あ
㍉
卑

竃
Φ
β
瞬
Φ
ツ
勲
四
，
○
‘
ψ
一
〇
9

行
政
庭
分
と
司
法
的
規
制

一
〇
七




